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『ペンギンは空を見上げる』 八重野 統摩
や え の とうま

     東京創元社 ９１３．６/ヤ 

『 空 へ の 助 走  

   福蜂
ふ く ほ う

工業高校運動部』 
壁井
か べ い

 ユカコ   集英社 Y913/カ 

『星空ロック』 那須田 淳
 な  す  だ   じゅん

   あすなろ書房 Ｙ９１３/ナ 

Y913/イ 

 

Y913/ヒ 

『夜空にひらく』 

敗戦後２度目の夏。帰ってきた父は、以前の物静かな父ではなくなっていた。 

家を飛び出した衛（まもる）は新橋のヤミ市にたどり着き…。過去と未来、罪と夢のはざまで

もがきながら、破局後の東京を生きる少年たちの物語。      （TRC MARKから引用） 

G L T  imes ibrary otanda 

今月のテーマ：時には空を見上げて 

東 曜太郎
ひがし ようたろう

/作    岩崎書店 
 

      いとう みく/著  

『灰とダイヤモンド』 

アリス館 

アルバイト先で暴力事件を起こし、「試験観察」の処分を受けた高

校生の鳴海 円人（なるみ えんと）。煙火店
えんかてん

を営む深見 静一（ふか 

み せいいち）の家にあずけられることとなる。人を信じることがで

きずに距離
きょり

を置く円人に、深見は無理に踏み込む
ふ こ  

ことなく、家での

生活や仕事場での作業を通じて静
しず

かに見守る。そして、深見をはじ

め、一見、能天気な双子
ふたご

の兄弟や職人たちが、花火師という仕事に

打ち込む姿に、次第
し だ い

に人を信じる心を取り戻し
と   もど

ていく。 

読み終わった後、温かな気持ちになれる一冊。 


